
未来の
医療の
ために

「臨床研究」「治験」と聞いて、皆さんはどんなイメージを抱かれますか？
怖さや不安、抵抗を感じる方も多いかもしれません。しかしながら、臨床研
究や治験に協力してくれる患者さんがいるからこそ、医療はここまで発展す
ることができました。中でも、難病・希少疾患の場合は、患者数が少ないゆえ
に情報も集まりにくく、治療法の開発も進みにくいのが現状です。
アルツハイマー病は、近年の高齢化に伴い増加の一途をたどる認知症の
最も一般的な原因ですが、いまだに十分な治療法は見つかっていません。
しかしながら、これまでに積み重ねられた研究により、病気の進行を遅らせ
るために有効な物質が見つかる等、少しずつ歩みを進めています。
本講座では、難病患者の方の現在の医療に対する実際の声を聞きながら、
患者・家族による臨床研究・治験情報へのアクセス方法とその情報を得る
ことの重要性について知り、治験による難病や希少疾患の治療開発と今後
の展望等についてお伝えします。

iPS細胞を活かした治療開発と将来展望
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